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一般質問 　主な質問と答弁

業
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
リ
サ
イ

ク
ル
関
連
事
業
に
お
い
て
も
、

障
が
い
者
雇
用
に
つ
な
が
る
作

業
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

質
問　

今
後
の
障
が
い
者
雇
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

障
が
い
者
の
能
力
に
応

じ
て
適
切
な
職
業
に
従
事
で
き

る
よ
う
多
様
な
就
業
の
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
ふ
じ

さ
わ
障
が
い
者
計
画
２
０
１
４

の
中
で
就
労
支
援
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

吉
田　

淳
基

（
自
由
松
風
会
）

質
問　

障
が
い
者
が
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
雇
用
対
策
を
さ
ら
に
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
環
境
と
福

祉
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
取
り

組
み
が
障
が
い
者
の
雇
用
創
出

に
結
び
つ
く
と
考
え
る
が
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

さ
ら
な
る
障
が
い
者
雇

用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
市
内

で
回
収
し
た
小
型
電
子
機
器
の

選
別
や
電
池
除
去
な
ど
の
処
理

作
業
を
障
が
い
者
雇
用
の
場
と

し
て
活
用
す
る
方
向
で
、
実
施

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月

施
行
の
使
用
済
小
型
電
子
機
器

等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
係
る
取
り
組
み
の
中

で
、
本
市
、
茅
ヶ
崎
市
及
び
寒

川
町
で
構
成
す
る
湘
南
東
ブ
ロ

ッ
ク
に
お
い
て
、
本
年
十
月
か

ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る
ボ
ッ

ク
ス
回
収
や
イ
ベ
ン
ト
回
収
に

係
る
実
証
事
業
の
中
間
処
理
作

障
が
い
者
雇
用
対
策

環
境
と
福
祉
の
融
合
に
よ
り
雇
用
を
創
出

　
　
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
作
業
を
担
う

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

今
後
の
方
向
性
は

生
活
保
護
基
準
見
直
し

そ
の
理
由
と
影
響
は

藤
の
花
を
活
用
し
て

ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

今
後
の
取
り
組
み
は

市民ランナーの意見を参考に運営を協議
第４回湘南藤沢市民マラソン
女性の視点に配慮した運営を行う

再資源化作業の対象となる小型電子機器

塚
本　

昌
紀（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
内

容
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

手
法
と
し
て
、Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
※
）

も
し
く
は
リ
ー
ス
に
よ
る
一
括

土
屋　

俊
則

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

生
活
保
護
制
度
は
、
憲

浜
元　

輝
喜

（
さ
つ
き
会
）

質
問　

平
成
二
十
五
年
一
月
開

催
の
第
三
回
湘
南
藤
沢
市
民
マ

ラ
ソ
ン
は
、
細
部
に
わ
た
り
改

善
さ
れ
、
魅
力
あ
る
大
会
と
な

っ
た
が
、
第
四
回
大
会
の
概
要

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

第
四
回
大
会
に
つ
い
て

東
木　

久
代（

藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

藤
沢
の
ま
ち
の
魅
力
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
、
市
の
花
で

あ
る
藤
の
花
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
現
在
行
わ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
活
用
に
つ
い
て
見
解

を
聞
き
た
い
。

有
賀　

正
義（み

ん
な
の
党
藤
沢
）

質
問　

昨
年
か
ら
注
目
さ
れ
始

使
用
や
迂
回
道
路
の
確
保
が
必

要
で
あ
り
、
近
隣
市
と
の
連
携

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
市

民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
、

近
隣
市
の
関
係
機
関
や
地
元
と

の
合
意
形
成
、
警
察
と
の
情
報

交
換
や
参
加
者
の
安
全
確
保
な

ど
課
題
は
あ
る
が
、
マ
ラ
ソ
ン

愛
好
者
の
増
加
も
踏
ま
え
、
継

続
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

答
弁　

藤
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
、
藤
の
名
所
を
め
ぐ
る
散

策
ル
ー
ト
「
フ
ジ
ロ
ー
ド
」
上

の
三
つ
の
公
園
を
選
定
し
、
よ

り
多
く
の
花
が
咲
く
よ
う
剪
定

や
施
肥
に
重
点
を
置
い
た
管
理

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
成
果
等
を
踏
ま
え
て
、
藤
の

名
所
作
り
の
検
討
を
行
い
、
現

時
点
で
は
、
生
育
に
必
要
な
地

下
水
が
豊
富
で
、
公
園
規
模
が

比
較
的
大
き
く
、
藤
沢
駅
か
ら

も
近
い
新
林
公
園
が
最
有
力
の

候
補
地
と
考
え
て
い
る
。今
後
、

業
界
、
愛
好
団
体
及
び
本
市
が

協
働
し
、
新
林
公
園
を
藤
の
名

所
と
す
る
方
策
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
市
内
在
住
の
藤
の

名
人
が
丹
精
し
た
鉢
植
え
を
広

く
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、
市
役
所

新
館
ロ
ビ
ー
な
ど
に
加
え
、
駅

周
辺
の
公
共
施
設
等
に
お
け
る

展
示
を
検
討
し
て
い
く
。
さ
ら

は
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
意

見
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
運
営

委
員
会
に
お
い
て
詳
細
を
取
り

ま
と
め
、実
行
委
員
会
で
協
議
、

決
定
し
て
い
く
。
大
会
運
営
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
運
営
管

理
会
社
に
包
括
委
託
し
て
い
た

が
、
地
元
関
係
団
体
な
ど
と
一

層
緊
密
な
連
絡
調
整
を
図
り
、

地
域
特
性
を
生
か
す
た
め
、
体

育
協
会
や
商
工
会
議
所
等
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
が
直
接
運

営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
改
善

点
と
し
て
は
、
今
大
会
に
参
加

し
た
女
性
市
民
ラ
ン
ナ
ー
を
運

営
委
員
会
委
員
に
選
出
し
、
よ

り
女
性
の
視
点
に
も
配
慮
し
た

運
営
を
行
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

質
問　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
実

現
に
向
け
た
本
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
行

う
た
め
に
は
、
四
車
線
道
路
の

　  （
仮
称
）新
た
な
市
政
運
営
の

総
合
的
な
指
針
の
考
え
方
に
つ
い
て
報
告

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

七
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

質
問　

誰
も
が
自
由
に
利
用
で

き
る
情
報
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
独
創
的
な
発
想
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
市
民
と
行

政
の
新
し
い
協
働
の
形
が
生
ま

れ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
展
開
に
つ
い

て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

現
在
進
め
て
い
る
共
同

研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

保
有
デ
ー
タ
に
関
す
る
分
析
手

法
の
検
討
や
有
効
な
利
用
方
法
、

再
利
用
に
伴
う
著
作
権
の
問
題

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
ど
の
デ

ー
タ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
最

適
な
の
か
、
急
速
に
事
業
が
進

展
す
る
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

め
た
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
（
※
）

に
つ
い
て
、
本
市
の
取
り
組
み

状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

適
切
な
デ
ー
タ
提
供
が

行
え
る
よ
う
、
現
在
は
、
デ
ー

タ
の
保
有
、
蓄
積
状
況
の
分
析

や
公
開
の
仕
組
み
、
手
続
き
の

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
国
な

ど
関
係
団
体
の
動
向
及
び
民
間

企
業
等
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
和
市
、
横
手
市
、

倉
敷
市
及
び
本
市
に
よ
り
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
に
関
す
る
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
は
、

防
災
科
学
技
術
研
究
所
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
、
藤
沢
市
に
お

け
る
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
利
活

用
に
関
す
る
実
践
的
研
究
に
お

い
て
、
災
害
時
に
お
け
る
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用
方
法
の

研
究
を
今
年
度
か
ら
平
成
二
十

に
、
封
筒
や
新
庁
舎
建
設
に
お

け
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
藤
の
花
を
活
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

藤
の
花
言
葉
は
歓
迎
で

あ
り
、
お
も
て
な
し
の
真
心
を

表
現
す
る
際
に
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

藤
の
花
言
葉
に
込
め
ら

れ
て
い
る
お
も
て
な
し
の
心
を

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
伝
え
、

ま
た
、
職
員
が
改
め
て
認
識
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

か
ら
の
増
減
幅
を
一
〇
％
が
限

度
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
と
と

も
に
、
本
年
八
月
か
ら
三
年
程

度
を
か
け
て
段
階
的
に
実
施
す

る
な
ど
、
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
て
い
る
。

質
問　

生
活
保
護
基
準
の
見
直

し
に
よ
る
他
制
度
へ
の
影
響
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

影
響
が
あ
る
制
度
と
し

て
は
、
個
人
住
民
税
の
非
課
税

限
度
額
や
医
療
保
険
等
の
自
己

負
担
限
度
額
、
国
民
年
金
保
険

料
の
申
請
免
除
等
が
あ
る
が
、

今
年
度
に
お
い
て
は
影
響
は
な

く
、
国
は
来
年
度
以
降
の
税
制

改
正
に
お
い
て
対
応
す
る
と
し

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
就
学
援

助
、
保
育
料
の
免
除
及
び
最
低

賃
金
等
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
の
趣
旨
や
目
的
、
実

態
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
影
響
が
及
ば
な
い
よ

う
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
的
な

考
え
と
し
て
い
る
。

法
第
二
十
五
条
に
基
づ
く
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、

拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
今
、
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
行
う

の
か
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

生
活
保
護
基
準
は
、
一

般
低
所
得
世
帯
の
消
費
実
態
と

の
均
衡
が
適
切
に
図
ら
れ
て
い

る
か
を
定
期
的
に
見
き
わ
め
る

た
め
、
全
国
消
費
実
態
調
査
な

ど
を
も
と
に
五
年
に
一
度
、
検

証
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
生
活
扶
助
基
準
額
と
一

般
低
所
得
世
帯
の
消
費
実
態
を

比
較
、
検
証
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
世
帯
構
成
及
び
地
域
差
に

よ
る
影
響
を
調
整
す
る
と
と
も

に
、
物
価
動
向
を
勘
案
す
る
こ

と
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
見
直
し
に
よ
る
受

給
者
へ
の
影
響
を
一
定
程
度
に

抑
え
る
観
点
か
ら
、
現
行
基
準

に
交
換
し
、
事
業
進
捗
が
最
も

効
率
的
な
三
年
間
で
完
了
す
る

計
画
で
調
整
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
は
、
公
共
施
設
や
公
園
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
も
含
め
た
市

全
体
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
中
に
位
置
づ
け
て
進

め
て
い
く
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
し
て
は
、
平
成
二
十
六

年
度
に
予
算
化
で
き
る
よ
う
今

秋
に
自
治
会
・
町
内
会
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
計
画
を
説
明
し
、
調
整
を

図
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
必

要
な
場
所
に
適
切
な
明
る
さ
を

確
保
す
る
た
め
、
防
犯
灯
の
適

正
配
置
の
調
整
や
管
理
台
帳
の

作
成
な
ど
、
地
域
の
防
犯
力
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

交
換
方
式
、
市
費
単
独
で
の
一

括
交
換
方
式
、
年
間
一
定
数
の

防
犯
灯
を
交
換
す
る
方
式
の
三

つ
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
低
コ
ス
ト
で

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
可
能
で
、
防
犯

灯
の
追
加
や
変
更
等
に
対
し
て

柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
う
理

由
か
ら
、
市
費
に
よ
り
年
間
一

定
数
の
防
犯
灯
を
交
換
す
る
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
地
元
電
気
事
業
者
で
組

織
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
協
力
会

か
ら
は
、
省
エ
ネ
施
策
と
し
て

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

現
在
、
市
費
単
独
に
よ
り
年

間
約
一
万
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

　

議
員
全
員
協
議
会
は
、
六

月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、

（
仮
称
）新
た
な
市
政
運
営
の

総
合
的
な
指
針
の
考
え
方
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
こ
れ

に
対
し
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　

〈
市
の
説
明
〉

　

市
長
の
交
代
に
伴
い
、
現

行
の
新
総
合
計
画
の
見
直
し

を
行
う
中
で
、
総
合
計
画
自

体
の
検
証
を
行
っ
た
結
果
、

新
総
合
計
画
に
か
え
、（
仮

称
）
新
た
な
市
政
運
営
の
総

合
的
な
指
針
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

新
た
な
指
針
（
一
次
案
）

の
基
本
的
な
考
え
方
の
一
点

目
は
「
課
題
解
決
」
で
あ
る
。

行
政
課
題
を
長
期
的
な
課
題

と
喫
緊
の
課
題
に
整
理
し
た

上
で
、
長
期
的
視
点
を
踏
ま
え

な
が
ら
今
取
り
組
む
べ
き
重
要

課
題
を
重
点
施
策
と
し
、
課
題

と
課
題
解
決
の
方
針
を
指
針
の

本
編
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

二
点
目
は
、
継
続
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

市
政
運
営
上
必
要
な
視
点
や
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
第

一
章
に
指
針
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
、
指
針
の
意
義
と
構

成
、
重
点
方
針
の
前
提
と
な
る

長
期
的
な
視
点
、
基
本
目
標
を

位
置
づ
け
、
第
二
章
に
は
、
重

点
方
針
と
し
て
、
長
期
的
な
視

点
を
踏
ま
え
た
喫
緊
の
課
題
に

対
応
し
た
重
点
施
策
と
分
野
別

方
針
を
示
し
、
重
点
事
業
や
デ

ー
タ
等
は
別
冊
に
記
載
し
て
い

る
。
ま
た
、
構
成
を
簡
潔
で
わ

か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
こ

と
で
、
市
長
任
期
ご
と
に
必

要
に
応
じ
て
内
容
を
見
直
し
、

継
続
で
き
る
仕
組
み
と
し
て

い
る
。

　

今
後
は
、
市
民
か
ら
い
た

だ
い
た
意
見
を
も
と
に
庁
内

で
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
七

月
に
市
民
、
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
八
月
に
議

員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

二
次
案
の
説
明
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
そ
こ
で
聴
取
し
た

意
見
も
踏
ま
え
、
平
成
二
十

六
年
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、

新
総
合
計
画
基
本
構
想
と
新

た
な
指
針
（
別
冊
を
除
く
。）

を
議
案
と
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

（※）オープンデータ…�誰でも自由に利用、再利用、再配布できる情報のこと。例えば、市が保有する
データのうち、人口などの統計情報や地図情報など個人情報を含まないもの。

（※）ESCO…�省エネルギー効果が見込まれるシステムや設備などをエネルギー使用者に
対し提案、提供し、維持管理まで含めた包括的なサービスを提供する事業。


